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（審議経過） 

○事務局（政策経営課長） それでは、定刻

となりましたので、ただいまより平成 31 年

度第１回足立区区民評価委員会を開催させ

ていただきます。 

 私は、本日の司会進行を務めさせていただ

きます政策経営部政策経営課長の田ケ谷で

ございます。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

 初めに、本会議の公開につきましてご説明

いたします。本委員会及び分科会は、足立区

区民評価委員会条例施行規則第４条の規定

に基づき、公開を原則としております。本委

員会での検討の経過は、会議記録及び委員名

簿を含めて公開させていただくことになり

ますので、あらかじめご了承いただきたいと

思います。また、会議記録作成のため、委員

の皆様のご発言を録音させていただきます

ことを改めてご了承いただきたいと思いま

す。 

 それでは初めに、委嘱式を始めさせていた

だきます。 

 本日は、一般事務事業見直し分科会の沼尾

委員の後任となります学識委員１名と、今年

度から新たに委員としてご就任いただきま

す公募委員６名、うち３名の方は再任となり

ますけれども、それぞれの皆様に委嘱状の交

付を行います。区長が皆様の席を回って委嘱

状をお渡ししたいと思いますので、私がお名

前をお呼びしましたら、自席でご起立いただ

きますようお願いいたします。 

（区長から委嘱状を交付） 

○事務局（政策経営課長） ここで、第１回

区民評価委員会の開催に当たりまして、区長

よりご挨拶を申し上げます。 

○近藤区長 おはようございます。高いとこ

ろから申しわけありません。 

 最近、区長として何を一番大事に区政運営

をしていますかということを聞かれる機会

があって、実際あれもこれもというふうに思

っていたのですけれども、瞬間口をついて出

たのは、透明性ですということを申し上げま

した。 

 区長になった直後に、ちょうど公園のブラ

ンコが落ちてお子さんがけがをされたので

すけれども、事後対応がまずくて、子どもの

安全を軽んじる自治体、そしてそれを隠して、

隠蔽体質というようなことをマスコミにた

たかれました。情報を小出しにしたり、あっ

たことをきちっとマスコミに知らせるとい

う体制が当時整っていなかったこともあっ

て、必要以上に組織の体質までたたかれたと

いう経験がもとになっていまして、きちっと

悪いことだからこそ出していこう、事件・事

故だからこそ区民の皆様方に間髪を入れず、

反省するところは反省し、再発防止をすると

ころは再発防止ということで、情報を的確に

発信していこうという教訓になりました。 

 それ以来、足立区は 30分ルール―事件・

事故があったら、とにかく 30 分以内に上司

に報告をしていくということ。報告された上

司がきちっと対応をして、必要な場合にはリ

リースまで持っていくという体制でこの 12

年間やってまいりました。それは、とりもな

おさず、なぜそういうことを―ミスや事

件・事故が続けば、何で足立区だけがという

ふうに思われて、非常に意気消沈することも

あるのですけれども、これは出す、これは出

さないという曖昧なことでは、またその時々

の状況によって出す、出さないという判断に

なりますと、必要なことがきちっとリリース

されないような状態にもなりますので、つら

いですけれども、そこは区民の皆様方の前に

堂々と立っていくためにもそういうルール

を設けています。 

 理由としては、やはり信頼関係があって初
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めて区民の皆様方に協働ですとか協創とい

う状況をお願いできるのだろうと思います。

何かこそこそ隠し事をしている状況で区民

の皆様方の前に立っても、いつまでたっても

信頼関係が生じない。信頼がなければ、今申

し上げた区が標榜している協働・協創という

ものもまた砂上の楼閣だと考えているから

でございます。 

 そして、その透明性の一端を担っていただ

いているのがこの区民評価制度ということ

でございまして、他の自治体の例を見ますと、

どうも手間も時間もかかるということで縮

小していらっしゃる自治体が多いというこ

とを聞いておりますけれども、足立区は区民

公募でさらに強化をして区民評価制度を充

実してきております。一般の区民の方に入っ

ていただいて、今、区政の問題が何であって、

どのような方向に持っていこうとしている

のかということを区民目線で判断していた

だいて、必要な場合には私たちは修正してい

くというこの制度は、地味なようでも足立区

の根幹を支える大きな柱だと考えておりま

す。 

 区民の皆様方に対してもそういう位置づ

けがあるのと同時に、職員に対しても、ごく

ごく一般の区民の皆様方にわかりやすく事

業を説明していくということ。それはやはり

訓練をしていって初めて身につくものであ

りまして、役人同士が何か話していると、お

互い、この辺のところはわかるだろうという

テクニカルなタームを使ったりということ

もありますので、一般の方によりわかりやす

く、なぜこの事業が必要なのかということを

伝えていくということは、区民評価の皆様方

との交流を通じて職員は大分学んできてお

ります。 

 とはいいましても、この４月、異動もあり

まして、新しく管理職になる人間も多うござ

いますので、ぜひ皆様方のお力で鍛えていた

だきまして、たくましい職員になれるように、

そしてまた区民の皆様方の負託に応えてい

ける説明ができるコミュニケーション能力

を、ぜひこの評価委員会を通じて身につけら

れるように、遠慮なくさまざまなご質問をよ

ろしくお願い申し上げたいと思います。 

 貴重なお時間を拝借して、こうして行政の

ために何とか区をよくしていこうというこ

とでお集まりいただきました皆様方に心か

ら感謝申し上げます。 

 どうぞよろしくお願い申し上げます。 

○事務局（政策経営課長） 大変申しわけご

ざいませんが、区長はこの後ほかの公務がご

ざいますので、ここで退席させていただきた

いと思います。 

○近藤区長 どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

（区長退席） 

○事務局（政策経営課長） それでは、これ

から第１回の会議に入らせていただきます

が、１点連絡事項がございます。 

 ご発言をされるときのお願いでございま

す。発言をされる際は、マイクの下にボタン

がございますが、これを押していただくと赤

く光ります。マイクのところに赤が出ますの

で、この状態でお話しいただきたいと思いま

す。発言が終わりましたら、もう一度ボタン

を押していただくと赤いのが消えますので、

この状態でお願いしたいと思います。 

 まず、今年度の最初の会議となりますので、

会議に先立ちまして、皆様に自己紹介をして

いただければと思っております。本日お配り

しました資料１、名簿がついてございます。

この名簿順に自己紹介をお願いしたいと思

います。なお、時間に限りがございますので、

お一人１分程度でお願いできればと思いま

す。 
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 それでは、田中先生よりお願いしたいと思

います。よろしくお願いいたします。 

○田中委員 東京大学社会科学研究所の田

中隆一と申します。私は東京大学の社会科学

研究所におきまして経済学を専門に研究・教

育を進めておりますが、特に教育問題、また

労働問題についての研究をやっております。 

 足立区の区民評価委員会にかかわるよう

になりまして、私は今年で８年目ということ

になります。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

○事務局（政策経営課長） ありがとうござ

います。 

 遠藤委員はただいまこちらに向かってお

りますが、少しお時間がかかるようですので、

到着次第お願いしたいと思います。 

 それでは、石阪先生、お願いいたします。 

○石阪委員 埼玉大学の石阪と申します。 

 区民評価ですが、今手帳を見ていたら、恐

らく 2013 年くらいからやっていますので、

田中先生よりは後なのですけれども、もとも

とは足立区のほうで東京未来大学に在籍し

ていて、専門は社会学をやっています。その

中で足立区と縁ができて、それ以来のおつき

合いということになります。皆様のお役に立

てるように頑張ってまいります。よろしくお

願いします。 

○藤後委員 私は東京未来大学の藤後悦子

と申します。よろしくお願いいたします。 

 区民評価委員は３年目に入ります。専門は

コミュニティ心理学であったり臨床心理学

ということで、コミュニティの問題を一緒に

考えるというものが私の専門でもあります。

ぜひ皆様方と一緒にこの１年間過ごせてい

ければと思います。よろしくお願いいたしま

す。 

○寺井委員 慶應義塾大学の寺井公子と申

します。本年度から足立区のお仕事に参画さ

せていただきます。 

 私自身は経済学部で教鞭をとっておりま

して、中でも財政学が私の専門です。また、

どうしても財政といいますと、私どもの分野

では国の財政に注目がいきがちなのですけ

れども、こうやって勉強させていただく機会

を得ましたので、少しでもまずは区の財政に

ついて深く知ることと、私自身が何かしらお

役に立てることを探しつつ、皆様から学ばせ

ていただけたらなと思っております。どうぞ

よろしくお願いいたします。 

○明尾委員 区民公募委員になりました明

尾陽子と申します。足立区に住んで８年目に

なりますが、足立区はとても緑が豊かで暮ら

しやすいまちだなと思っています。もっとも

っといろいろなことが知りたくて、勉強させ

ていただきたいと思います。よろしくお願い

します。 

○大竹委員 足立区綾瀬から参りました、こ

のたび初めての区民評価委員をさせていた

だきます大竹恵美子と申します。今は一般人

という立場で、先ほど区長さんのお言葉にも

ありましたが、一般区民の人がわかりやすい

というところで力を出させていただければ

と思っております。 

 一般人ではあるのですけれども、かつて男

女共同参画委員もさせていただき、その場で

石阪先生とはご縁があったのですけれども、

それ以外にも、これまでＮＰＯ法人の立ち上

げですとか、高齢・障がい・子育て支援等の

福祉事業などにも携わっておりましたので、

そういった視点も多少、一般の方よりはある

かなと思っております。よろしくお願いいた

します。 

○庄子委員 今年から委員に入らせていた

だきました庄子恵美と申します。 

 足立区の島根から参りまして、足立区に越

してきたのは妊娠・出産を機に、まだ１年ほ
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どで、今１歳１カ月の女の子を育てている専

業主婦です。まだ足立区に住んでからも、子

育て自体も１年ちょっとと浅いのですけれ

ども、これからまちをよくしていきたいと思

う気持ちは強くありますので、皆さん、よろ

しくお願いいたします。 

○中島委員 区民評価委員に再任されまし

た中島明子と申します。 

 私は生まれ育ったのが足立区なので、もう

半世紀以上住んでいるのですけれども、最近

聞いたシビックプライドという気持ちを持

って、そういった意識を高められるようなお

手伝いができたらと思うのですが、新しい分

野での分科会になりましたので、一緒に勉強

させていただきたいと思っております。よろ

しくお願いいたします。 

○長谷川委員 おはようございます。今回再

任させていただきました長谷川浩一と申し

ます。 

 足立に住んで 48 年、約半世紀になります

けれども、新しい足立区の基本構想が協創と

いうことになって、私もかかわりましたので、

これがきちっと根づくということをもう一

回見届けたいという気持ちで応募させてい

ただきました。協創というのが社会で最近出

ていますけれども、一番感じたのが、協創と

は英語の「あなた」という意味の Youではな

くて、We「我々」という気持ちが一番大切だ

というふうにその言葉にはありましたけれ

ども、ぜひそれを心に、しっかりやっていき

たいと思います。よろしくお願いします。 

○村田委員 引き続き公募委員を担当しま

す村田文雄と申します。よろしくお願いいた

します。 

 事業評価に当たっては、区の職員の皆さん

からこんな基本的なことがわからなくて評

価するのかと思われることのないように、事

前に勉強して、予備知識を持って事業内容を

理解したいと思っております。その結果、事

業評価はその後に続く計画立案だとか事業

の改善につながるような、役に立つようなも

のにしたいと思っております。 

 最後になりますけれども、事務局の皆さん

にはまたいろいろお世話になりますので、よ

ろしくお願いいたします。 

○事務局（政策経営課長） では、続きまし

て、田島委員、お願いいたします。 

○田島委員 皆さん、おはようございます。

区民評価委員の田島と申します。今年で区民

評価委員自体は２年目で、一般事務事業分科

会の２年目をさせていただきます。 

 私は足立区生まれ、足立区育ちで、今１歳

５カ月の男の子の母親です。母親目線で、一

般区民の目線で評価させていただければな

と思います。よろしくお願いいたします。 

○福田委員 福田大輔と申します。 

 今年で区民評価委員は２年目という形で、

去年は本当に何もわからないまま１年間が

終わってしまったという形だったのですけ

れども、足立区の取り組みですとか、実際に

教育の現場とか児童の施設に見学とかに行

かせていただいたりという機会もいただい

て、本当に足立区はすごく頑張っているなと。

ちょっと上から目線で済みません。さまざま

な取り組みをされているなというのが本当

に知らなくて、知る機会をいただいて、逆に

勉強になることが多かったです。 

 今年は２年目になるので、もう少しきちん

と資料とかも読み込んで、いい評価というか、

そういったことができればなと思っており

ます。よろしくお願いします。 

○藤澤委員 今年２年目の区民評価委員に

なります藤澤一馬と申します。 

 私は今子どもが３人いて、先月新しく３人

目が生まれたのですけれども、まだまだこれ

からも足立区でお世話になっていくかなと
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思います。自分が子育てをしているという面

においても、やはり気になる点はたくさんあ

って、昨年もいろいろなことをお聞きでき、

また、自分の思っていることだったり区民目

線のことをお話しすることができました。ま

た、今は仕事としては看護師をしております

ので、その分野においてもまた区民と違った

目線というところも持ちつつ、昨年は評価に

参加できたかと思います。 

 今年は２年目というところで、さらにしっ

かり読み込み、また、自分のもそうですし、

実際暮らしている方々の思いを、自分の目線

というところも踏まえて少しでもつなげて

いけるように頑張っていければと思います。

よろしくお願いします。 

○藤本委員 藤本かおりと申します。評価委

員は２年目です。 

 足立区に住んで今３年目になるのですけ

れども、少しずつ足立区への意識とか見方が

変わってきたかなと思っております。よろし

くお願いいたします。 

○松田委員 おはようございます。本年度２

年目の松田郁子です。私も子どもが３人いて、

今日は上２人はそれぞれ小学校、幼稚園、そ

して一番下の１歳半の子を下のほうで保育

士さんに見ていただきながらの参加になり

ます。 

 私も結婚を機に足立区に転入してきて、今

年で 10 年ちょっと―もう何年になったか

ちょっとよくわからなくなってしまったの

ですけれども、そのくらいになって、月日が

たつのは早いなと思っています。 

 自分や家族、また、足立区で新しくできた

友人が住むこの足立区というところをもっ

とよりよい場所にしていきたいと思ってい

るので、今年も微力ながら頑張って取り組ん

でいきたいと思っております。どうぞよろし

くお願いいたします。 

○三石委員 三石と申します。評価委員４年

目です。 

 私は、この区民評価委員会を通してＰＤＣ

Ａサイクルを有効に機能させ、足立区行政が

少しでもよりよくなるように、我がふるさと

足立区がよりよいまちになるその一助を担

うという意識でまた１年間務めてまいりた

いと思います。よろしくお願いいたします。 

○事務局（政策経営課長） 委員の皆様、あ

りがとうございました。 

 次に、事務局職員のご紹介をさせていただ

きます。 

○事務局（政策経営部長） 皆さん、おはよ

うございます。政策経営部長の勝田です。昨

年度は年度途中に政策経営部長になりまし

て、こちらの委員会に携わらせていただきま

したけれども、今年は年度当初からかかわら

せていただきます。 

 先ほど区長の挨拶にもありましたように、

透明性を確保するために、もし情報の開示が

不十分、また、説明がわかりづらいというこ

とがあれば、直接管理職のほうを指導に行き

ますので、ぜひお声がけいただければと思い

ます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○事務局（政策経営課長） おはようござい

ます。政策経営課長の田ケ谷でございます。

４月から政策経営課長に就任いたしました。

よろしくお願いいたします。 

 区民評価委員会は 10 年前に４年間、担当

者としてやらせていただきましたので、また

よろしくお願いしたいと思います。 

○事務局（財政課長） 皆様、おはようござ

います。財政課長の岩松でございます。主に

一般事務事業のほうで皆様とかかわらせて

いただきます。 

 昨年参りまして、皆様に評価をいただいた

事業で、早速 31 年度の予算からそこを反映

させた形で予算を執行し始めておりますの
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で、また今年度も皆様にご意見をいただきな

がら進めてまいりたいと思います。よろしく

お願いいたします。 

○事務局（政策経営担当係長） おはようご

ざいます。政策経営課の小村と申します。ど

うぞよろしくお願いいたします。 

 私は事務局２年目になります。分科会につ

きましては、くらしと行財政分科会を担当さ

せていただきます。この１年間、皆様の評価

作業が円滑に進むように努力してまいりま

すので、どうぞよろしくお願いいたします。 

○事務局（政策経営担当係長） おはようご

ざいます。事務局でございます政策経営課政

策経営担当係長の光井と申します。本年度よ

り政策経営課に異動してまいりました。小村

係長と一緒に皆様の評価手続が少しでも円

滑に進むように全力でサポートさせていた

だきますので、どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

 担当は、まちと行財政分科会を担当させて

いただきますので、よろしくお願いします。 

○事務局（財政担当係長） おはようござい

ます。財政課の高田と申します。分担は一般

事務事業見直し分科会になります。 

 財政課は５年目でございますけれども、そ

のうち３年ほどこちらの区民評価に携わっ

ておりますので、今年度も全力を尽くして従

事したいと思いますので、よろしくお願いい

たします。 

○事務局（財政担当係長） おはようござい

ます。財政課の鈴木といいます。よろしくお

願いいたします。高田係長と一緒にサポート

させていただきます。よろしくお願いいたし

ます。 

○事務局（政策経営課長） 職員の紹介は以

上でございます。 

 ただいま遠藤委員が到着いたしましたの

で、自己紹介をお願いしたいと思います。済

みません、到着早々でございますが。 

○遠藤委員 済みません、のっけから遅刻し

てしまいまして。全く時間を間違えていまし

た。 

 遠藤です。まちと行財政分科会の分科会長

ということで今年もやらせていただきます。

６年目になりますが、区民委員の皆様に支え

られてここまで何とか続けてきています。よ

ろしくお願いいたします。 

○事務局（政策経営課長） ありがとうござ

いました。 

 次に、区民評価委員会条例第５条の規定に

基づき、本委員会の会長と副会長の選出を行

います。 

 選出の方法ですが、いかがいたしましょう

か。何かご意見はございますでしょうか。 

○三石委員 昨年もこの委員会をリードし

ていただいて成果を出してくださいました

田中委員を会長に、石阪委員を副会長に推挙

したいと存じます。いかがでしょうか。 

○事務局（政策経営課長） 三石委員からこ

のようなご意見をいただきました。いかがで

ございましょうか。 

（拍手） 

○事務局（政策経営課長） それでは、会長

は田中隆一委員、副会長は石阪督規委員にお

願いしたいと存じますが、いかがでございま

しょうか。 

（拍手） 

○事務局（政策経営課長） それでは、田中

委員に会長を、石阪委員に副会長をお願いし

たいと思います。 

 では、田中会長、石阪副会長にご挨拶をお

願いしたいと思います。 

○田中会長 改めまして、おはようございま

す。ただいま会長に選出いただきました田中

隆一でございます。 

 先ほど、私は足立区の区民評価委員会８年
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目と申し上げましたけれども、この評価委員

会の制度自体はもう 14 年目になります。こ

の評価委員会の目的というのは、さまざまな

足立区の事業を区民目線で客観的に評価す

るということ。さらに、それを通じて、来年

度以降の足立区の事業や施策をよりよいも

のにして、よりよい足立というのを実現して

いくというのがこの評価委員会の使命とい

うことになります。 

 先ほど三石先生からも少しお話がありま

したように、ＰＤＣＡサイクルというのは、

過去に行った事業を評価して、それを翌年度

以降さらによいものにしていくためにフィ

ードバックしていくという作業またはその

行政手法と呼ばれているわけでありますけ

れども、この区民評価委員会の評価活動とい

うのは、ＰＤＣＡサイクルにおけるチェック

（Ｃ）のところを主に担っていると考えてお

ります。単にチェックをするということであ

れば、過去に行った事業を「よかった」「悪

かった」というふうに評価していくというと

ころで終わりなのですけれども、足立区の区

民評価委員会はＰＤＣＡサイクルを回して

いくということを意識的にやっておりまし

て、昨年度の評価結果に基づいて、それをさ

らにどのように反映してきたのかというと

ころも今年度の評価の視点として非常に重

要なところになってくるわけであります。 

 例えば、重点プロジェクトの評価におきま

しては、昨年度の評価結果を受けて、それの

反映状況についての報告が担当課のほうか

らあるわけでありますけれども、その反映状

況というものが本当に反映されているかど

うかというのを今年皆さんに見ていただく。

恐らくそれを見ていただくと、本当に反映さ

れているということがわかりますので、それ

がわからないときには問題なわけですけれ

ども、それが多分皆さんにも実感していただ

けると思いますので、ぜひそういった視点で

評価をしていただけるとありがたいと思い

ます。 

 また、もう一つ、一般事務事業見直し分科

会のほうでも、それは事業を複数年度にわた

って継続的に評価するというものではござ

いませんので、基本的に単年度で評価をする

わけですけれども、評価結果をすぐにその事

業に反映させるということをやっていただ

いておりますので、一般事務事業の担当をさ

れる方々もやはり、自分たちのやったことが

次の年に反映されているということを実感

していただけるのではないかと思っており

ます。 

 そういった意味では、私たちの評価が来年

度以降の足立区の区政に対して非常に重大

な影響を与えますので、私たちの使命という

のは本当にとても役割は重たいと思います

ので、皆様と一緒に、ぜひ気を引き締めて評

価活動に当たっていきたいと思っておりま

す。 

 評価活動は非常に重大で、我々に課された

ミッションは非常に重たいわけであります

けれども、この区民評価委員会の役割のもう

一つは、区政と区民との間のコミュニケーシ

ョンの非常に貴重な場になっているという

ことであります。ふだんは一緒に足立区の事

業についてお互いに意見交換をするような

場というのは余りないわけでありますけれ

ども、ここでの評価作業というのがそういっ

たコミュニケーションの非常に貴重な場に

なっております。 

 コミュニケーションを円滑に行うために

は当然、先ほど区長のお話にもありましたけ

れども、担当課の方々にはできるだけわかり

やすい事業説明というものをぜひよろしく

お願いしたいと思っております。また、私も

含めてなのですけれども、評価委員のほうは、
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できるだけわかりやすい評価をするという

のがとても大切ではないかと思います。わか

りやすい評価というのは、いい事業に対して

は「いい」と言うだけではなくて、「ここが

いい」ということを一言つけ加えてあげる。

悪い事業に対しては、「ここが悪い」という

ことをはっきりと言った上で、ではそれをど

のように改善すればよりよいものになって

いくかということを一緒に考えていきたい

と思っております。 

 お互いの言っていることがわからないと、

先ほどの区長のお話にもありましたけれど

も、信頼関係を築くのはなかなか難しいと思

うのですけれども、やはり信頼関係の基礎と

いうのは、お互いにわかりやすい言葉で語り

合うコミュニケーションというものになっ

ていると思いますので、ぜひわかりやすいコ

ミュニケーションをとりながら評価活動を

進めていければと思っております。 

 今年度から新任の区民評価委員の方々、ま

た、学識の先生も入っていただいているので

すけれども、それ以外の方々は２年目、３年

目またはそれ以上ということですけれども、

新たに入ってきた方々というのは恐らく、初

年度なのでなかなか難しい。特に、足立区で

何をやっているのかというのを理解するの

で結構大変だと思うのですけれども、むしろ、

ここが理解できないということをはっきり

と言っていただくと、なかなかわかりやすい

コミュニケーションにつながっていくので

はないかと思います。 

 また、継続して区民評価委員になっていた

だいている方々に関しましては、そういった

視点も大丈夫なのですけれども、それプラス

継続性というところでの評価をしていただ

けるとありがたいかなと思います。 

 これから評価活動で非常に慌ただしい

日々が続きますけれども、皆さんどうかお体

に気をつけて、最後まで何とぞよろしくお願

いいたします。 

○事務局（政策経営課長） 会長、ありがと

うございました。 

 それでは、石阪副会長よりお願いいたしま

す。 

○石阪副会長 副会長をすることになりま

した石阪です。 

 ふだん、大学にいるのですけれども、私は

専門がまちづくりで、全国各地を回る機会が

非常に多いです。今週も地方に３回行って、

その間に足立区に来るみたいな、昨日も足立

区にいましたので、そのような状況なのです

が、地方に行ったときに「今一番おもしろい

まちはどこですか」と聞かれると、大体僕は

足立区と答えるのです。足立区と答えるので

すけれども、大体担当の人は「え？」という

言い方をするのです。足立区ほど外のイメー

ジと内のイメージの違う区というのは珍し

いと思うのです。つまり、住んでいらっしゃ

る方は足立区っていいまちだと思って住ん

でいるのですね。ところが、外の人は「あん

なところに住んでいるの？」と、「あんなと

ころ」という言い方をするわけです。「より

にもよって」みたいな。 

 このイメージのギャップは、むしろポジテ

ィブに捉えるとすると、住んでいらっしゃる

方は物すごくいいまちだと思っている。その

背景はどこにあるのだろうかと考えたとき

に、僕は一つは、この評価活動を 14 年やっ

ているということですから、この 14 年間の

評価活動が一つその理由ではないかと思っ

ているのです。なぜかというと、私もこの間、

６年くらい評価にかかわらせてもらって、一

般の委員の皆さんのサポートをしているわ

けですけれども、大体いろいろ話していると、

みんな足立区をどんどん好きになっていく

のです。基本的には足立区のファンなのです。
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厳しいことを言う方でも、恐らく何のために

厳しいことを言うかというと、基本的には足

立区が好きだからですし、知れば知るほど、

やはりこのまちによくなってもらいたい、こ

のまちに元気になってもらいたいという思

いが強くなっていくのです。だから、委員を

積み重ねていった方というのは、基本的には

足立区のことが大好きな人だと思うのです。

僕はこの評価というのは、一つ潜在的な機能

としては、足立区ファンを増やしているとい

う、だから区長はこの制度をやめないのでは

ないかと思うのです。コミュニケーションを

とるということが、そういう意味では足立区

ファンにつながっていくということなので

す。 

 実は、僕は評価をする機会というのがほか

にもたくさんあります。例えば大学。大学と

いう場所は、大学自体も今、外部評価という

ことをされています。その方も恐らく、その

大学のことを嫌いではないのですね。やはり

評価をするというのはある種の愛情なので

す。だから、例えば最悪の点数をつける人で

も、この大学によくなってもらいたいと思っ

て最悪の点数をつける。実は学生もそうです。

僕も学生の評価をしていますけれども、成績

の悪い子は「こんなのだめだ」で終わりでは

なくて、ではこの子はどうすればこの課題を

クリアできるようになるのだろうかという

思いを込めながら、あるいは将来を祈って

我々も成績をつけるわけです。 

 それと一緒で、皆さんも評価のときに、な

かなか難しいと思うのです。時として甘くな

ってしまうかもしれませんけれども、ある程

度基準というのがございますので、これは足

立区のためだと思えるような評価をぜひし

ていただきたいと思いますし、最終的には職

員さんとのコミュニケーションから新たな

次の年度に向けた希望であったり方向性が

見えてくることもありますから、そういう気

持ちで評価をしていただくといいなと思い

ますし、僕もそのつもりで評価をしたいと思

っています。 

 さらに言うと、委員同士の関係というのも

非常におもしろくて、ここは夏場になると密

室にこもって評価をするわけですけれども、

これがまたほかの自治体にはないような、人

間関係のよさであったり、委員同士の関係と

いうのも出てきますから、恐らく、評価とい

うとすごく殺伐としていて紙の上だけで評

価をするイメージですけれども、足立区は恐

らくほかの自治体にはほとんどないような

非常にユニークな評価をされていますから、

初めての方は非常におもしろい体験になる

と思いますので、これをまた一つの経験とし

て、ぜひ足立区のファンを続けていただきた

いと思います。 

 僕からは以上です。 

○事務局（政策経営課長） 田中会長、石阪

副会長、ありがとうございました。 

 続きまして、諮問書の交付を行います。 

 勝田政策経営部長より田中会長に諮問書

をお渡しいたします。 

（諮問書交付） 

○事務局（政策経営課長） それでは、これ

以降の議事進行は田中会長にお願いしたい

と思います。田中会長、よろしくお願いいた

します。 

○田中会長 それでは、ここからは私が進行

させていただきます。 

 会議次第に沿って会議を進めてまいりま

す。ご意見、ご質問がある場合は、説明の後

に承りますので、後でご質問いただければと

思っておりますので、どうぞよろしくお願い

いたします。 

 まず、次第の５、「足立区区民評価委員会

の平成 31 年度評価作業について」の（１）
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重点プロジェクト事業について、事務局から

説明をお願いいたします。 

○事務局（政策経営担当係長） それでは、

改めましてよろしくお願いいたします。 

 事務局のほうから、今ご説明のありました

重点プロジェクト事業について説明させて

いただきます。資料につきましては、お手元

に配付させていただいた資料２－１と資料

２－２のご用意をお願いいたします。 

 まず、資料２－１のほうからご説明させて

いただきます。 

 こちらの表につきましては、これから今年

度、皆様に評価していただくことになります

重点プロジェクト事業の体系の一覧になっ

ております。重点プロジェクトにつきまして

は、基本計画の体系にあわせて、まずこちら

の表の一番左の欄になりますけれども、「視

点」という欄でございますが、ひと、くらし、

まち、行財政という４つの視点で事業を整理

しています。そして、そのままそちらのとこ

ろから右のほうに目を移していっていただ

きたいのですが、その４つの視点のもとに各

柱立てがございまして、さらに重点目標、重

点項目と体系化し、この重点項目のもとに具

体的な重点プロジェクトをぶら下げている

という構造になっております。 

 具体的に見てまいりますけれども、例えば、

資料２－１の上のほうにありますけれども、

太枠で囲っている部分があるかと思います

けれども、こちらは重点項目の「就学前教育

の充実」というところが黒く太枠になってい

るかと思いますけれども、ではこちらの重点

項目にぶら下がっている重点プロジェクト

は何かと申しますと、もう一つのほうの資料

２－２をご覧ください。こちらも同様に重点

項目の欄を太枠で囲っておりますけれども、

「就学前教育の充実」の右側の欄を見ていた

だきますと、こちらに具体的な重点プロジェ

クト事業がぶら下がっているという構造に

なっております。ですので、「就学前教育の

充実」にぶら下がっている事業は、「幼児教

育推進事業・家庭教育推進事務」がぶら下が

っているという構造で見ていただければと

思います。 

 では、引き続き、資料２－２の表の見方を

ご説明させていただきたいと思います。 

 まず、一番上の表題でございますけれども、

「平成 31 年度重点プロジェクト事業体系一

覧」と書いてございますけれども、そちらの

右横を見ていただきますと、黒墨の括弧で

「ひと」と書いてあるかと思います。こちら

の１ページと次のページ、１枚めくっていた

だきまして裏面の２ページが、先ほどご説明

しました４つの視点のうちの「ひと」の視点

の事業がこちらに掲載されている一覧にな

っております。後ほど分科会の委員の構成に

ついては別の資料でご提示させていただき

ますけれども、こちらの１ページ、２ページ

の事業につきましては、ひと分科会の委員の

皆様に評価していただく事業が一覧になっ

ているとご理解いただければと思います。 

 では、ひと分科会の一覧の中で、皆様にど

の事業を評価していただくのかという話を

させていただきますけれども、どこを評価す

るかという見方につきましては、ちょっとわ

かりづらいのですが、この表の真ん中あたり

の欄に「評価有無」という欄がございまして、

「○」がついているところとついていないと

ころもありますけれども、「○」がついてい

る欄があるかと思います。この「○」がつい

ている欄の事業について、ひと分科会では評

価をしていただくという見方をしていただ

ければと思います。この「○」を数えていた

だきますと 20 事業あるかと思うのですけれ

ども、ひと分科会の委員の皆様につきまして

は、こちらの「○」がついている全 20 事業
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を評価していただくことになりますので、ど

うぞよろしくお願いいたします。 

 続きまして、「○」がついていない事業が

幾つかあるかと思いますけれども、そちらの

ご説明をさせていただきます。 

 評価有無の欄に「○」がついていない事業

としましては、まず真ん中あたりに「【くら

し】再掲」と書かれている事業が２つばかり

あるかと思うのですけれども、そのうちの例

として下のほうの「健康あだち 21 推進事業

（糖尿病対策）」の一覧を見ていただきたい

と思いますけれども、こちらは「【くらし】

再掲」となっております。こちらがどういっ

た意味かといいますと、１枚めくっていただ

いて、資料２－２の３ページをご覧いただけ

ますでしょうか。 

 ３ページは、上のほうの墨括弧で「くらし」

となっていますけれども、４つの視点のくら

し分科会の事業が掲載されている一覧でご

ざいますけれども、こちらの下から３行目に

同様に「健康あだち 21 推進事業（糖尿病対

策）」という事業が掲載されているかと思い

ます。こちらは色塗りがされておらず、評価

有無のところにも「○」がついておりますの

で、健康あだち 21 推進事業については、く

らし分科会で評価していただく事業ではあ

りますけれども、ひと分科会にも事業として

は関連しますので、ひと分科会のほうは再掲

という形で掲載させていただいております。 

 このように、重点プロジェクトについては、

４つの視点の１つだけに関連するというこ

とではなく、複数の事業に関連する事業もご

ざいますので、そういった事業については再

掲という形で掲載させていただいておりま

すので、よろしくお願いいたします。あくま

でも評価していただくのは主目的となる、先

ほどの例で申しますと、くらし分科会のほう

で評価していただくことになりますので、ど

うぞよろしくお願いいたします。 

 「○」がついていない事業のもう一つでご

ざいますけれども、２ページをご覧いただけ

ますでしょうか。２ページの下から３行目に、

評価有無の欄が「－」になっている事業があ

るかと思います。「ユニバーサルデザイン推

進事業」というところで「評価対象外」とな

っているかと思うのですけれども、こちらに

ついてご説明させていただきますけれども、

ユニバーサルデザイン推進事業につきまし

ては評価対象外となっておりますけれども、

なぜ評価対象外になっているのかという理

由ですが、こちらの事業につきましては区民

評価委員会と同じような評価機関を、ユニバ

ーサルデザイン推進事業のほうで独自に審

議会を持って設置しておりまして、同様に区

民公募委員もいらっしゃる委員会で意見を

聴取しておりますので、こちらについては区

民評価委員会では評価対象外とさせていた

だいております。 

 このように、区として優先的な事業ですの

で、重点プロジェクトとしては掲げておりま

すけれども、さまざまな理由で評価対象外と

なっている事業が幾つかございますので、こ

の点をご了承のほどお願いいたします。 

 同様に、３ページ以降にくらし分科会の一

覧と、まためくっていただいて４ページにま

ち分科会の事業がぶら下がっており、最後の

５ページに行財政に関する分科会の事業が

ぶら下がっております。表の見方については

同様の見方になりますので、後ほどご覧いた

だければと思っております。 

 最後に１点補足させていただきますけれ

ども、５ページの行財政の事業一覧をご覧い

ただきたいのですが、こちらの行財政の視点

の事業につきましては大きく２つの視点に

分かれると考えておりまして、１つは上のほ

う、協創を推進するためのさまざまな主体の
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活躍としての視点ということで、事業№で申

し上げますと、上のほうの№48 から№51 ま

での、評価としましては４つ「○」がついて

いるかと思いますけれども、こちらの視点に

つきましては、くらし分科会で評価をお願い

しております。そのさらに下のほうの部分で

ございますけれども、もう一つの考えとしま

しては、行政内部の事務としての視点になり

ますけれども、事業№で申し上げますと№52

から、６ページにまたがりますけれども、№

57 までの６事業につきましては、まち分科

会のほうで評価していただく事業になりま

すので、評価作業のほうをよろしくお願いい

たします。 

 最後に、また資料を戻っていただきまして、

資料２－１を改めてご覧いただけますでし

ょうか。これで最後の説明になります。 

 資料２－１の下のほうのところに「平成 31

年度重点プロジェクト事業ラインナップの

変更点一覧」という部分があるかと思います。

こちらは昨年度の重点プロジェクトのライ

ンナップからの変更点になりますけれども、

変更点は１点となっております。№４「学力

向上対策推進事業（学習・生活支援の人材配

置）」につきましては、今年度から№４の事

業を分割しまして、№２「学力向上対策推進

事業（小学校の基礎学力対策）」と№３の事

業のほうに分割してそれぞれ統合すること

と変更させていただくこととしました。こち

らにつきましては、昨年度、区民評価委員の

皆様のほうから、№４の事業について小学校

と中学校の要素が混在していて評価しづら

いというご意見をいただきましたので、その

委員会からのご意見を受けまして、小学校の

要素であるそだち指導員については№２に、

中学校の要素である生活指導員については

№３に統合させていただいたものになりま

す。 

 変更点は以上の１点になります。 

 あと、変更点ではございませんけれども、

ひと分科会のほうで、№７「育英資金事業」

につきましては今年度から新たに評価を開

始させていただく事業になりますので、どう

ぞよろしくお願いいたします。 

 長くなりましたが、重点プロジェクトにつ

いての説明は以上となります。よろしくお願

いいたします。 

○田中会長 どうもありがとうございまし

た。 

 今の事務局の説明について、何かご意見、

ご質問があればよろしくお願いいたします。

いかがでしょうか。 

 それでは、私のほうから１つ確認させてい

ただきたいところがあるのですけれども、重

点プロジェクト事業体系一覧、資料２－２で、

評価の有無もそうなのですけれども、再掲し

ている事業というのがあって、評価自体は別

の分科会で行うのですけれども、関係してい

る事業なのでそれ以外のところにも再掲さ

れているということだと思うのですけれど

も、最終的に各分科会で例えば評価結果とい

うまとめの表をつくったりするようなこと

になると思うのですけれども、そこでは再掲

の事業の評価を考慮した上で集計するのか、

それとも、それはただ事業として関連がある

からここに掲載しているだけであって、各分

科会ごとのまとめの評価とは別物として扱

うのかという点を確認させていただければ

と思います。 

○事務局（政策経営担当係長） 今の会長の

ご質問についてご回答させていただきます。 

 確かに、重点プロジェクトにつきましては、

１つの視点だけに集約するものではなく、幅

広い視点を持って見ていかないといけない

というところはあるのですけれども、評価に

つきましては、結論としましては、主となる
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事業の分科会で主となる視点について評価

をいただくということでお願いしたいと思

っております。 

○田中会長 わかりました。どうもありがと

うございました。 

 ほかにいかがでしょうか。 

 なかなか、ここで説明を受けてすぐに質問

しろと言われても難しいというのはそのと

おりだと思いますけれども、もしまた後でわ

からないところがあれば、またそこに戻る、

または後日でも構いませんので、事務局の方

に質問していただくということでもご回答

いただけると思いますので、もしまた後日あ

れば、事務局の方に聞いていただくというこ

とでも構いませんが、今ここで何か聞いてお

きたいことがあれば、いかがでしょうか。 

 特に出ないようであれば、また後ほど戻っ

てくるということでも構いませんので、次の

次第に移りたいと思います。 

 次に、５番の（２）一般事務事業について、

事務局から説明をお願いいたします。 

○事務局（財政担当係長） それでは、一般

事務事業の区民評価について、私のほうから

説明させていただきます。お手元の資料３を

ご覧ください。 

 足立区におきましては、全体で約 650 の事

務事業がございます。過年度の資料を見ます

と約 700 事業と書いてある資料もございま

すが、ここ数年、統廃合、精査をして事務事

業が少し減ってきている状況にありますの

で、実数に近い数字で 650 という数字を記述

させていただいております。 

 毎年、その 650の全ての事業について、所

管する部署が事務事業評価を行って、評価調

書を作成して自己評価を行っております。ま

た、作成された調書につきましては、財政課

及び政策経営課においてヒアリングを実施

しまして、内容の確認及び調整を行っており

ます。そして、その事務事業評価調書の全体

の３分の１をその年度の評価対象としまし

て、３年間で全事務事業が評価の対象となる

ように設定しております。 

 次に、その３分の１の対象事業の中から、

さらに、最大ですが約 30 事業を選定し、対

象事業の所管とは別の部署の部長、課長によ

る庁内評価委員会ヒアリングを実施してお

ります。さらに、その庁内評価対象事業の中

から、これもまた最大ではありますが、約 15

事業を選定し、区民評価委員会ヒアリングを

実施させていただいております。 

 評価の視点につきましては、２番にござい

ますとおり、「事業の必要性」から（６）「予

算計上の妥当性」の６項目までございます。

これらの点について、委員の皆様が評価でき

るよう、事務事業評価調書はもとより、事業

の概要や予算・決算に関する資料を可能な限

りご用意させていただきます。 

 一般事務事業の評価につきましては、正式

な名称が「一般事務事業見直し分科会」と言

われておりますとおり、こちらは財政課にお

いて課題があると判断したものを中心に選

定させていただいております。よって、基本

的に毎年度対象事業が変わるということも

ありまして、重点プロジェクトの事業の評価

とは視点が異なってまいります。 

 なお、選定された事務事業によっては、評

価の視点の各項目の中で先ほど６項目ござ

いましたが、その中で該当しないものも出て

くる可能性がありますので、その際は別途、

委員の皆様と評価方法についてご相談させ

ていただいている次第でございます。 

 ３番の主なスケジュールでございますが、

後ほど資料４で重点プロジェクトとともに

ご案内させていただきますので、そちらのほ

うで紹介させていただきます。 

 最後に、参考として、昨年度、平成 30 年
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度の評価を行った事業を記載しております。

30年度については 11事業の選定とさせてい

ただきました。 

 評価方法等につきましては、今後、５月の

下旬に研修等で改めてご案内させていただ

きます。 

 本日は一般事務事業の評価につきまして

概要の案内にとどめさせていただき、以上で

説明を終わりにさせていただきます。１年間

よろしくお願いいたします。 

○田中会長 どうもありがとうございまし

た。 

 今の事務局の説明について、何かご意見、

ご質問があればお願いいたします。 

○寺井委員 慶應義塾大学の寺井でござい

ます。 

 評価項目の視点というのを拝見させてい

ただきまして、なるほど、こういうふうな視

点から見ていくんだなというのが非常によ

くわかりました。 

 その中で、（１）・（２）・（３）・（４）・

（６）というのは比較的具体的に見やすいか

なと私自身は思ったのですが、（５）の「補

助金等の有効性」という視点なのです。補助

金は、どこかほかの、例えば国であったり都

であったりからいただくものなのですけれ

ども、これはありがたくいただくのですが、

有効性というのは例えばどういう視点で見

ればいいのでしょうか。補助金がうまく使わ

れているかとか、そういう視点でしょうか。

それとも、もうこの補助金は余り必要ないの

ではないかというか、いただいているもので

はあるのですけれども、もうこれ以上いただ

かなくてもいいのではないかとか、もう少し

具体的な視点を頂戴できれば評価しやすい

かなと思いました。 

 以上です。 

○田中会長 事務局、いかがでしょうか。 

○事務局（財政担当係長） こちらの「補助

金等の有効性」につきましては、毎年度、確

かに課題をいろいろ頂戴している項目でご

ざいます。 

 まず第一に、この「補助金等の有効性」に

該当する事業が毎年度、数多く出るとは限ら

ないというのが第一でございます。また、財

政課のほうで「補助金等の有効性」に該当す

るような事業につきましては、財政課のほう

から、今、先生がおっしゃったように、区民

の皆様に対して有効に機能しているのか、あ

るいは、物によっては毎年申請件数が少ない

といったもので何か問題があるのではない

かという視点を評価委員の皆様に評価して

いただいて、よりよい制度になるようにして

いただく。場合によっては、廃止をして別の

制度に見直したほうがいいのではないかと

いうコメントをいただくといった観点で評

価をしていただくことが多くなってござい

ます。 

 また、今年度もどのような事業、これから

セレクトになるのですけれども、セレクトし

た段階で、先生を含めた評価委員の皆様にど

のような観点で評価していただきたいかを

相談させていただきたいと思いますので、よ

ろしくお願いします。 

○事務局（財政課長） １点補足で。先生は

恐らく、補助金を国や東京都から足立区がも

らってというほうをおっしゃられたのかな

と思っております。 

○寺井委員 はい、そうです。 

○事務局（財政課長） そういった場合もあ

りますけれども、主に評価していただくのは、

逆に足立区が区民の皆様ですとか団体です

とか、そういったところに補助金を出すほう。

この補助金がきちんと使われているのか、実

績もないのに補助金の事業を持っているだ

けになっていないかとか、そういった視点で
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評価をいただくというものが主になります。 

○寺井委員 ご説明いただきましてありが

とうございました。 

 大学で授業ばかりやっているものですか

ら、具体的に区がどういう活動をしているか、

まだまだ知らないことがいっぱいあります

ので、こうやってご説明いただいてわかりま

したのと、実際の評価のときにご説明いただ

きながら理解を深めてやっていきたいと思

いますので、どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

○田中会長 ありがとうございます。 

 ほかにいかがでしょうか。 

 資料３に載っている平成 30 年度評価事業

というのは、昨年度評価した事業であって、

今年度評価するものはこれから選定される

ということですよね。 

○事務局（財政担当係長） そのとおりでご

ざいます。 

○田中会長 先ほどから、課題のある事業と

いうわけなのですけれども、どういった観点

で課題があるという基準で選ばれるのかと

いうのを少しご説明いただけるとよろしい

かと思います。 

○事務局（財政担当係長） 主なものにつき

ましては、予算・決算の観点から評価をいた

だくというのが一番大きなところになりま

すので、決算の状況がよくないとか、予算が

ちゃんと積まれているのに実績がよくない、

同じ形になってしまうのですけれども、その

ような観点から選ぶものが一番多いものな

のですけれども、逆に、もう少しいろいろな

アドバイス、評価をいただくことでよりよく

なるのではないかといったプラスの面の事

業も選ばせていただくことが多くなってお

ります。 

○田中会長 どうもありがとうございまし

た。 

 ほかにいかがでしょう。 

○松田委員 もしかしたら去年もご説明い

ただいたかもしれないのですけれども、ちょ

っと忘れてしまったのでもう一回質問なの

ですけれども、一般事務事業のほうで評価す

る項目というのは毎年がらっと変わるので

すよね。その場合、一般事務事業の評価にお

ける経年変化みたいなところというか、ＰＤ

ＣＡみたいな視点というのは、こちらに関し

てはちょっと薄いというか、毎年毎年単発で

評価していくようなシステムでしたっけ。 

○事務局（財政担当係長） おっしゃるとお

り、薄いと言われればちょっと薄いようなシ

ステムになっているかもしれません。ただ、

昨年度も最後にピンクの冊子で評価結果の

反映結果報告という形で、どのような方向で

次年度の予算に反映させていくか、あるいは

反映できない部分についてはどのような考

えで進めていくか、そういったものを一応表

現させていただいておりますので、毎年度毎

年度同じ事業を見るという形ではないので

すけれども、担当部署のほうではＰＤＣＡの

一環となるように、この区民評価の内容をき

ちんと吸収させていただいております。 

○松田委員 わかりました。ありがとうござ

います。 

○田中会長 ありがとうございました。 

 一般事務事業に関しては継続して見ると

いう形にはなっていないので、ＰＤＣＡがき

ちんと回っているかどうかというのは前年

度の報告書に戻って見るという、一つ手間が

かかるというところはありますけれども、一

般事務事業だけではなくて、重点プロジェク

トも基本的に報告書の一番最後のところに

反映結果というものが書かれるのですが、大

きな違いとしては、重点プロジェクトの場合

は、反映結果に書いてあることが本当に反映

されているかどうかということを私たちで



17 

 

評価することができるということなのです

が、一般事務事業の場合は、そこができるよ

うな形にはなっていないという意味で少し

薄いという形になっているのかなと思いま

すけれども、もし本当にフィードバックされ

ているかどうか、実際に政策がいいものにな

っているかどうかということを見たいとき

には、前年度の報告書、ピンクの冊子とおっ

しゃったのですけれども、それを見ていただ

くとわかるようにはなっているのだと思い

ますけれども。 

 ありがとうございました。 

 ほかにいかがでしょうか。 

 特にないようでしたら、次の次第に移りた

いと思います。 

 次に、（３）委員会スケジュールについて、

事務局から説明をお願いいたします。 

○事務局（政策経営担当係長） 続きまして、

委員会のスケジュールについてご説明させ

ていただきます。資料４をお手元にご用意を

お願いいたします。こちらに今年度の区民評

価委員会の全体のスケジュールが載ってご

ざいますけれども、今日は皆様に関係する大

きなところのご説明をさせていただきたい

と思います。 

 まず、全体の大きな流れとしましては、皆

様の評価作業の最終目標と言えるところで

ございますけれども、最終的には、ページで

言いますと２ページの下のほうでございま

すが、９月上旬の「区長へ答申」と書いてあ

りますけれども、こちらで区長へ答申いただ

くための評価作業を今年度皆様に行ってい

ただくことになりますので、ここを目指して

やっていくということで、ご協力のほどをよ

ろしくお願いいたします。 

 では、具体的に見てまいりますけれども、

ページを戻っていただいて１ページでござ

います。 

 具体的に皆様に関係するところとしまし

ては、まず６月上旬のところで、５日（水）

と書いてありますけれども、皆様に評価して

いただく際に使う重点プロジェクト調書を

区のほうでただいま作成しておりますけれ

ども、区のほうで作成しました重点プロジェ

クト調書ができ上がり次第、６月５日を予定

しておりますけれども、この日に各区民委員

の皆様のほうに評価の調書を、ボリュームが

かなりあるかと思うのですけれども、郵送さ

せていただく予定でおりますので、ご予定の

ほうをよろしくお願いいたします。 

 調書を送らせていただいた後でございま

すけれども、委員の皆様に調書の中身を見て

いただきまして、読み込んでいただきますと

恐らくいろいろな疑問点が出てくるかと思

います。そういった疑問点が出てきたことに

つきましては、その下のほうの 12 日（水）

までとなっておりますけれども、出た疑問点

について事前質問をお受けする機会を設け

ております。この間、非常に期間が短いので

すけれども、１週間程度でございますけれど

も、調書の中身をよく読み込んでいただいて、

ご質問等があれば何なりと事務局のほうに

お寄せいただければ、その後、担当部署のほ

うに投げましてご回答させていただきます

ので、よろしくお願いいたします。 

 その後の流れでございますけれども、ペー

ジをめくっていただきまして、６月下旬から

８月上旬にかけてですけれども、各分科会ご

とにヒアリングと評価作業を行っていただ

くことになります。各分科会ごとのヒアリン

グの日程につきましては、本日の全体会終了

後、分科会ごとの委員に集まっていただいて、

ヒアリングと評価作業については本日日程

調整の上、日付を決定させていただきたいと

思っておりますので、後ほど日程調整にご協

力をお願いいたします。 
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 以上の各分科会の評価作業が終わりまし

たら、８月中旬から下旬にかけて、こちらに

日付が入っておりますけれども、本日と同じ

ような全体会という形で皆様にお集まりい

ただいて、分科会で話していただいた内容を

報告書にまとめていただく作業を行ってい

ただくことになります。こちらにつきまして

は、８月の日程を書いておりますけれども、

第２回全体会が 21 日（水）、第３回全体会

が 27 日（火）を予定させていただきたいと

思っております。先日、委員の皆様から日程

調整をお送りいただいて、調整させていただ

いたのですが、８月は夏休みという時期もあ

るかと思うのですけれども、なかなか皆様の

都合がつかない部分もあるかと思うのです

が、何とぞご了承いただいて、調整いただけ

ると助かります。どうぞよろしくお願いいた

します。 

 最後に、公募委員の皆様に関連するところ

になりますけれども、ちょっと戻りますけれ

ども、５月 30 日（木）に公募委員の皆様向

けの研修を予定しております。この研修につ

きましては、評価の視点等を具体的にお話し

させていただきたいと思っておりますので、

ご出席をよろしくお願いいたします。正式な

開催通知については、また後日送らせていた

だきますので、よろしくお願いいたします。 

 あと、現時点で日程が未定となっている会

議等が幾つかあるかと思うのですけれども、

例えば 10 月以降の行政評価報告会ですとか、

昨年度は 12 月に実施いたしましたけれども、

区の幹部職員との意見交換会等の会議につ

きましても、これから早急に日程調整をさせ

ていただいて、早目に委員の皆様にお知らせ

してまいりますので、何とぞご了承のほどを

お願いいたします。 

 委員会のスケジュールにつきましては、ご

説明は以上となります。よろしくお願いいた

します。 

○田中会長 どうもありがとうございまし

た。 

 今の事務局の説明について、ご意見、ご質

問があればよろしくお願いいたします。 

○大竹委員 重プロ調書が５日（水）に発送

で、12 日（水）までに質問締め切りというこ

とですけれども、一般事務事業調書に関して

はどのようになるのでしょうか。ちょっとわ

かりにくかったのですが。 

○事務局（財政担当係長） 一般事務事業に

つきましては、重プロとは別の動き、少し遅

れた動きをしますので、今日の全体会が終わ

った後に委員さんで集まって別途調整させ

ていただきますので、お願いいたします。 

○田中会長 ありがとうございました。 

 ほかにいかがでしょうか。 

 昨年度から継続してやっていただいてい

る委員の皆様は、これがどのくらいのスケジ

ュール感かというのは何となくイメージが

つくと思うのですけれども、初めての方は、

１週間で調書を読んで、質問をリストアップ

して送り返すという、実は結構大変な作業に

なっておりますので、特に一般事務事業のほ

うは、しかもそれがどのくらい大変かという

のは未定だということですので、それなりに

心して準備していただければと思っており

ます。 

 ほかにいかがでしょうか。よろしいですか。

もしまた何かあれば後ほどでも構いません

ので、ご質問いただければと思います。 

 それでは、次の次第に移りたいと思います。 

 次に、（４）区民評価委員会の表彰制度に

ついて、事務局から説明をお願いいたします。 

○事務局（政策経営担当係長） では、続き

まして、表彰制度についてご説明させていた

だきます。資料５をご覧いただければと思い

ます。 
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 表彰制度でございますけれども、こちらに

つきましては平成 29 年度から区民評価委員

の皆様からのご要望がありまして実施させ

ていただいておりますけれども、昨年度は 10

月に開催いたしました行政評価報告会とい

う場で表彰の時間を設けて実施させていた

だきました。昨年度、行政評価報告会の中で

実施した表彰の後に区職員へのアンケート

を実施しまして、その結果を真ん中以下に掲

載させていただいております。結果につきま

しては、若干ではございますけれども、表彰

を継続すべきという回答が増えたという結

果になっております。昨年度は２年前と１点

変更した実施をしまして、表彰の趣旨、ここ

がよかったという点をパワーポイントでわ

かりやすく説明資料をつくった上で表彰を

実施しましたので、所管課だけではなくて区

職員全体にこの表彰制度を広めようという

趣旨で実施しましたので、このあたりの結果

がこのアンケートにも出てきているのかな

と思っております。 

 また、先日、私のほうで区職員向けの行政

評価研修を実施したのですけれども、その場

でも表彰制度についての区職員向けの説明

をさせていただいたところです。そのような

形で今後も制度について周知していきたい

なと思っておりますし、そういった継続をす

ることで評価作業への貢献度ですとか、区長

のご挨拶にもありましたけれども、わかりや

すい説明、プレゼン力の向上を意識する職員

を増やしていきたいなと思っておりますの

で、よろしくお願いいたします。 

 表彰制度につきましては、区民評価委員会

が主体でやっていただいているものであり

ますので、今年度もまたどうするかというと

ころにつきまして、もしよろしければ委員会

のご意見を賜りたいと思っておりますけれ

ども、もしよろしければ会長のほうからご意

見がございましたらいただいてもよろしい

でしょうか。 

○田中会長 表彰制度についての私の考え

を述べさせていただきますと、区民評価委員

会の活動自体は事業を評価するということ

なのですけれども、事業がよかった、悪かっ

たというのを評価していくわけですけれど

も、表彰制度は事業そのものの評価とは異な

って、区民評価委員会の活動にどれだけ貢献

していただいたか。特に、わかりやすい説明

をやっていただいているかどうか、わかりや

すい調書を作成していただいているかどう

かという、コミュニケーションという観点か

ら区民評価委員会の中で、この事業またはこ

の担当課の説明は非常にわかりやすかった

とかという視点で表彰する。それを直接お伝

えするということでも構わないと思うので

すけれども、表彰することによって、表彰の

対象以外の人々にもどういうふうな視点で

次の年以降に区民評価委員会の活動に参画

してきてほしいと我々が思っているのかと

いうのを伝えることができるのではないか

と思っておりますので、事業評価とは別に、

コミュニケーションまたはプレゼン力とか

も含めて、「職員力」と目的のところには書

いておりますけれども、そういったコミュニ

ケーション力を高めていくための一つの仕

掛けとして、こういった表彰制度を平成 29

年度からやっているわけであります。 

 昨年度はそういった趣旨ですね、事業その

ものの評価ではなくて区民評価委員会の活

動への参画の度合いの表彰ということを事

前にお伝えしておりましたので、そういった

意味では趣旨をご理解いただけたのではな

いかと思います。 

 「継続すべき」が４％しか増えていないと

いうのは、若干私は驚いたのですけれども、

でも 76％で４分の３を超えましたので。 
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 もともと試行という形で始めたわけです

けれども、来年度に関してはまた継続してみ

てもいいのではないかと私は考えておりま

すけれども、皆さん、もし何かご意見があり

ましたら、どうぞよろしくお願いいたします。 

 特に強い反対のご意見がないようであれ

ば、来年度に関しても継続していくというこ

とでいかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

 それでは、そのように進めてまいりたいと

思いますので、どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

 それでは、次の次第に移りたいと思います。 

 （５）分科会の構成についてになります。

今年度の評価活動を進めるに当たりまして、

まず分科会の設置と構成員を決めていきた

いと思います。事務局のほうからご説明をお

願いいたします。 

○事務局（政策経営担当係長） では、引き

続き私のほうからご説明させていただきま

す。次は分科会の構成についてのご説明にな

ります。資料６－１をご覧ください。 

 まず、１でございますけれども、各分科会

で評価していただく事業の変更点について

ご説明いたします。 

 まずこちらにつきまして、先ほど重点プロ

ジェクト事業のところでご説明させていた

だきましたけれども、ひと分科会につきまし

ては新規の評価事業が１つ追加というとこ

ろで、№７「育英資金事業」が評価対象の追

加となります。また、こちらも先ほど、№４

「学力向上対策事業」が統合したというご説

明をいたしましたけれども、それによって１

事業が減少しております。増えるのと減るの

とで、結論としてはプラスマイナスゼロとな

りまして、ひと分科会に評価していただく事

業としましては、昨年度と変更なく、一番下

の四角囲みに書いてありますけれども、ひと

分科会につきましては 20 の事業について評

価をしていただくことになります。ですので、

先ほどご説明した重プロの調書が 20 事業届

きますので、ボリューム感としては 20 事業

を読み込んでいただくという、会長もおっし

ゃったなかなかボリューム感があるという

ところは、この辺でイメージをつかんでいた

だければと思っております。 

 次に、くらしと行財政分科会と、まちと行

財政分科会につきましては、新規と廃止事業

はございませんので、また下の欄でございま

すけれども、昨年度と同様、くらしと行財政

分科会につきましては 18 事業、まちと行財

政分科会については 19 事業の評価をしてい

ただきたいと思っております。 

 一般事務事業見直し分科会につきまして

は、先ほど来、財政課の高田のほうからもお

話ししていますけれども、これから評価の対

象の事業を挙げていくことになりますけれ

ども、予定では 15 事業程度を毎年予定して

おります。昨年度実施したのは 11 事業でご

ざいますので、同程度の事業を評価していた

だくことになるのかなと思っております。よ

ろしくお願いします。 

 次に、各分科会の委員の構成ですけれども、

１枚めくっていただきまして、資料６－２を

ご覧ください。 

 ４つの分科会に分かれて評価作業を進め

てまいりますけれども、委員の皆様の構成を

掲載させていただいております。 

 割り振りの考えとしましては、昨年度から

引き続きの２年目の委員の皆様、こちらにい

らっしゃる方になるかと思うのですけれど

も、２年目の委員の皆様につきましては基本

的にもう１年度、継続性もございますので、

昨年に引き続き、同じ分科会を見ていただき

たいなと思っております。 

 新任の委員―再任の委員も含めますけ

れども、新任の委員の皆様の割り振りにつき
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ましては、面接もさせていただいたので、そ

のときの話の中身ですとか、事前にどちらの

分科会に興味がありますかというアンケー

トをとらせていただいたのですけれども、で

きる限りその辺のご要望を踏まえた上で割

り振りさせていただいているつもりですけ

れども、この分科会の構成で１年間やってま

いりたいと思いますので、何とぞご協力をお

願いできればと思っております。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

 説明は以上になります。 

○田中会長 どうもありがとうございまし

た。 

 ただいま事務局から説明のあったとおり、

分科会については、ひと分科会、くらしと行

財政分科会、まちと行財政分科会、一般事務

事業見直し分科会の４つの分科会に分かれ

て活動してまいります。学識委員の先生方は

分科会の割り当てを既にやっておりますの

で、資料のとおりでご了解いただければ幸い

です。 

 区民委員の皆様の構成ですけれども、この

案は、先ほどご説明がありましたように、事

前に皆様のご関心と継続性という観点から、

分科会の目的や委員の皆様のご経験等を考

慮した上で事務局にご作成いただいている

ものということになりますが、この案に基づ

いてメンバー構成を決定したいと思います

けれども、いかがでしょうか。よろしいです

か。―はい、どうもありがとうございます。 

 それでは、分科会の構成については資料６

－２のとおり決定させていただければと思

います。よろしくお願いいたします。 

 今、分科会の構成が決まったわけですけれ

ども、メールアドレスの共有について皆様の

ご意見をお伺いしたいと思います。 

 今後、評価作業を進めていく上でさまざま

な資料を共有したり意見等を共有する場面

があるわけですけれども、そこで委員同士の

メールでのやりとりが必須になってくると

思いますので、委員相互のメールアドレスの

共有をお願いしたいわけですけれども、よろ

しいでしょうか。―ありがとうございます。 

 それでは、メールアドレスは委員の間で共

有させていただくというふうにさせていた

だければと思います。ありがとうございまし

た。 

 それでは、次第の（６）に移りたいと思い

ます。会議の傍聴等についてですが、具体的

には分科会の公開について皆様にお諮りい

たします。 

 資料７の足立区区民評価委員会条例施行

規則第４条の規定に基づいて、本全体会及び

分科会は公開が原則となっております。ただ

し、分科会につきましては、所管とのヒアリ

ング以外は自由な討議に支障が生じるおそ

れがあるとの判断から、昨年度までは非公開

としておりました。今年度の分科会につきま

しても同様の取り扱いを考えておりますけ

れども、それでよろしいでしょうか。―は

い、どうもありがとうございます。 

 それでは、所管とのヒアリングは公開、そ

の後の評価活動は非公開ということでよろ

しくお願いいたします。ありがとうございま

した。 

 続きまして、次第の６、地方創生推進交付

金について、事務局から説明をお願いいたし

ます。 

○事務局（政策経営担当係長） では、こち

らにつきまして、資料８をご覧ください。資

料としては最後の資料でございます。 

 地方創生推進交付金の評価につきまして

は、昨年度から実施させていただいているも

のでございますけれども、具体的には、まち

と行財政分科会の委員の皆様に評価をお願

いさせていただくものになります。こちらに
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地方創生推進交付金の説明が書いてござい

ますけれども、地域再生計画に記載され、地

方版総合戦略に位置づけられた地方公共団

体の自主的・主体的で先導的な地方創生に資

する事業の効率的かつ効果的な実施を支援

することを目的として、国が交付するもので

す。この交付金を受けるに当たりまして、事

業評価が必要であるという理由から、区民評

価委員会の中で評価をしていただきたいと

いうお願いが趣旨でございます。 

 資料８の項目２をご覧ください。 

 今申し上げた地方創生推進交付金の対象

事業でございますけれども、真ん中あたりの

下のところの右のほうに「対象事業名」と書

いてございますけれども、この交付金の対象

事業としまして「起業家に魅力的な町「北千

住」」が選定されたのですけれども、繰り返

しになりますけれども、交付金を受領するに

当たって事業評価を行う必要がありますの

で、類似事業として、重プロでございますけ

れども、「創業支援事業（産学金公ネットワ

ークによる起業・創業支援）」を評価してお

りますまちと行財政分科会の中で評価をお

願いできればと思っております。まちと行財

政分科会の委員の皆様につきましては、先ほ

どご説明した 19 事業に加えて１つ評価の数

が多くなりますけれども、この交付金につき

ましては実施の計画期間が 31 年度までとな

っておりますので、この間の評価について何

とぞご協力をお願いしたいと思っておりま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

 説明は以上となります。 

○田中会長 どうもありがとうございまし

た。 

 今の事務局の説明について、何かご意見、

ご質問があればよろしくお願いいたします。

いかがでしょうか。 

 特にご意見がないということであれば、今、

事務局から説明がありましたように、まちと

行財政分科会の皆様にはもう一つ評価して

いただくということでお願いできればと思

います。昨年度に引き続きですけれども、何

とぞよろしくお願いいたします。 

 ここまでで何か、ひとつ聞いておきたいと

いうことがあれば。―特にございませんか。 

 またわからないことがあれば、メール等で

も構いませんので、ぜひ事務局にご連絡を入

れていただければと思います。 

 それでは、これで第１回足立区区民評価委

員会を終了いたします。スムーズな進行にご

協力いただき、ありがとうございました。 

 全体会はここで閉会とさせていただきま

すが、この後、分科会ごとに分かれてお集ま

りいただいて、今後のスケジュールについて

の打ち合わせをしていただきます。その点に

関しまして事務局からご連絡がありますの

で、どうぞよろしくお願いいたします。 

（以下、事務連絡） 

○田中会長 本日はどうもありがとうござ

いました。 

 


